
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
一定の間隔をあけて配設した２以上の連層耐震壁或はブレースを用いた連層耐震要素を複
数のダンパー材で連結一体化し、これら連層耐震壁或はブレースを用いた連層耐震要素の
水平、上下両方向に相対変位が生じる特定部分のみ連層耐震要素を外し、その間にブレー
ス型ダンパーを組み込んだ構造を特徴とする制振架構方式。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、制振架構に係り、特にブレース型ダンパーを水平と上下の両方向の相対変形に
対して有効に働くようにした制振架構方式に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来の制振架構としては、例えば図４ (イ ) に示すようにブレースダンパー５を各階に設
置するのが一般的である。又、図４ (ロ ) のように一定の間隔をあけて配設した２以上の
連層耐震壁１を複数のダンパー材２で連結一体化したものも提案されている。この場合、
ダンパー材２は軟鋼材からなる境界梁であり、又は中間部に履歴系、粘性系の減衰装置を
介在させた境界梁で構成される。
更に、図４ (ハ ) のように連層耐震壁１を複数の普通鋼４からなる境界梁で連結すると共
に、これら境界梁間に軟鋼材からなるブレースダンパー若しくは粘弾性ダンパーを構成要
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素としたブレースダンパー５を取り付けてトラス構造としたものも提案されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
上記従来の制振架構のうち図４ (イ ) の方式によると、建物各層における水平方向の相対
変位に対しては効率良くエネルギー吸収を行うことができるが、上下方向の相対変位に対
してはエネルギー吸収量が殆どなく、図４ (ロ ) 、 (ハ ) の方式によると、２つの連層耐震
壁１間の上下方向の相対変位に対しては効率良くエネルギー吸収を行うことができるが、
水平方向の相対変位に対してはエネルギー吸収量が少なく、共に必ずしも充分な制振効果
が得られない点で問題があった。
【０００４】
本発明は、このような従来の問題を解決するためになされ、水平、上下両方向の相対変位
に対して効率良くエネルギー吸収ができるようにした制振架構方式を提供することを目的
とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
この目的を達成するための技術的手段として、本発明は、一定の間隔をあけて配設した２
以上の連層耐震壁或は連層耐震要素を複数のダンパー材で連結一体化し、これら連層耐震
壁或はブレースを用いた連層耐震要素の水平、上下両方向に相対変位が生じる特定部分の
み連層耐震要素を外し、その間にブレース型ダンパーを組み込んだ構造の制振架構方式を
要旨とする。
【０００６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を添付図面に基づいて詳説する。
図１（ａ）は、本発明に係る制振架構方式の実施形態を示すもので、１は一定の間隔をあ
けて配設された連層耐震壁であり、その間を複数のダンパー材２で連結一体化する。図で
は２つの連層耐震壁１の例を示したが、通常は２以上の連層耐震壁により形成される。又
、図１（ｂ）のようにブレース６を用いた連層耐震要素を連層耐震壁１の代わりに用いて
も良い。
【０００７】
前記連層耐震壁１或はブレース６を用いた連層耐震要素において、地震時に水平及び上下
方向の相対変位が生じ易い特定部分１ａ、１ｂは連層耐震要素を取り外し、それらの間に
ブレース型ダンパー３をそれぞれ組み込む。このブレース型ダンパー３はＸ状に取り付け
た例を示したが、１つの斜材の場合もある。
【０００８】
１つの斜材によるブレース型ダンパー３で、例えば図２に示すようにＢ×Ｈが３００ｃｍ
×３００ｃｍである場合、水平方向にＬ＝３ｃｍせん断変形すると、ブレース型ダンパー
３の伸びは約２．１３ｃｍになる。図３のように水平方向にＬ＝３ｃｍ変形すると共に、
上下方向にもＶ＝３ｃｍ変形すると、ブレース型ダンパー３の伸びは水平方向３ｃｍのみ
の変形の２倍即ち約４．２５ｃｍとなる。
【０００９】
従って、水平変形と上下変形とが同時に生じる部分つまり前記特定部分１ａ、１ｂ間にブ
レース型ダンパー３を設けることによって地震時のエネルギー吸収が著しく大きくなる。
ちなみに、完全剛塑性型の摩擦ダンパーでは従来の２倍、オイルダンパーでは４倍のエネ
ルギー吸収量になる。
尚、ブレース型ダンパー３を前記のようにＸ状に設ければ、地震時の揺れに対してバラン
スが取れて好ましい。
【００１０】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、ブレース型ダンパーを水平と上下両方向の相対変
位に対して有効に作用させる制振架構方式であるから、従来のものよりもエネルギー吸収
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が著しく大きくなり、制振効果を高める効果を奏する。
又、連層耐震壁の他の部分のエネルギー入力量が減り、制振構造の設計がし易くなる効果
も奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る制振架構方式の実施形態を示すもので、（ａ）は連層耐震壁の場合
、（ｂ）はブレースを用いた連層耐震要素の場合のそれぞれ概略図
【図２】水平方向に相対変位した場合の説明図
【図３】水平方向及び上下方向に相対変位した場合の説明図
【図４】　 (イ ) ～ (ハ ) はそれぞれ従来例の説明図
【符号の説明】
１…連層耐震壁
２…ダンパー材
３…ブレース型ダンパー
４…普通鋼
５…ブレースダンパー
６…ブレース
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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